
【取組内容①】低学年 国語科 説明文における活用 カードの並べ替え

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【実践の目的】
本文と題名に書かれている事柄とその順番について考えたり、接続語の役割に気付き、作り方の順番を読み取ったりする。
クラウド上でカードを配付することで、自分の考えを整理したり、友達の考えと比べたりしやすくなる。

【実践内容】
①本文に書かれていない事柄を混ぜたカードを示すことで、話題に対して必要な事柄を明確にさ
せる。
②接続語を隠したカードを示し、順番を考えさせる。カードを並べ替えさせ、友達の考えと比べさせ
る。隠していた接続語を見せ、並べ替えさせる。並べ替えた理由を問うことで、接続語に注目させ、
自分が説明文を書く際の書き方の工夫につなげる。カードの並べ替えは、接続語が手がかりにな
ることを整理する。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・タブレット上で操作することで、
ゲーム感覚で取り組むことができ、
意欲的に学習することができた。
・一人一人が自分の考えをもった
上で、友達と考えを聞き合うことが
でき学習理解が深まった。
・教師が、児童数分、カードを紙で
作る時間を省くことができた。

【使用したアプリ】
Googleジャムボード



【取組内容③】デジタル連絡帳～1人1台端末の家庭への持ち帰りを活用～

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

【実践の目的】
児童が毎日写していた連絡帳をgoogleクラスルームで作成・確認させることで、児童が連絡帳を写す時間や教師が確認
をする時間を、補助学習や個別の支援の時間に充てる。

【使用したアプリ】
Googleクラスルーム

【実践内容】
・Googleクラスルームに連絡帳の内容を入力する。
・児童は学校で記載内容を確認する。
・1人1台端末を家庭へ持ち帰った際、保護者に内容を確認してもらう。
・児童の下校後、追加の連絡や変更等があった際には、編集をしたりコメント機能を活用し
たりする。
・個別への連絡は、個別宛の投稿をする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・児童が連絡帳を書く時間や、教師がチェックする時間を大幅に短縮することができた。
・連絡帳の写し間違えを防ぐことができた。

★ICT活用の仕方で工夫が必要であった点
・家庭へのお手紙等、内容によっては連絡帳も併用する必要がある。
・児童の発達段階等（低学年や支援学級等）によっては、視写の練習も必要である。



【取組内容④】お便りのペーパーレス化

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【実践の目的】
学年便りや保健便りなど、保護者に配付するお便りをメール
に添付してデータのまま配付することにより、印刷配付の手間
を省くと共に既読の確認を行う。

【実践内容】
・学年便りをメールでデータを添付して配付する。
・既読確認機能でお便りを保護者が確認したかどうかを
チェックする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・印刷や配付にかかる時間や印刷する用紙を削減できた。
・保護者に連絡が届いているかどうかを確認できた。
★ICT活用の仕方で工夫が必要であった点
・健康観察アプリに登録を希望しない保護者には個別に配付す
る必要がある。

【使用したアプリ】
健康観察アプリ


